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平成３０年度 雲仙市入札監視委員会 第１回定例会 議事概要 

開催日時 平成３０年５月１７日（木） 午後２時００分～午後４時１５分 

開催場所 雲仙市役所別館３階会議室１ 

次 第 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．開会 

２．指名停止措置案件の報告について 

３．抽出案件の審議について 

① 造粒装置整備工事 

② 前処理設備スクリュープレス整備工事（再） 

  ③ 小浜老人福祉センター空調設備改修工事 

④ 国見総合支所車庫新築工事実施設計業務 

⑤ 災害竣工箇所等用地測量業務 

⑥ 一本松農道整備工事 

⑦ 木指漁港物揚場改修工事 

４．質疑応答 

５．その他 

委 員 

 

 

 

 

委員長（技術分野）     中村 聖三 

委 員（法律分野）     川島 陽介 

委 員（経済分野）     宇都宮 譲 

委 員（学識経験者）    宅島 良則 

委 員（学識経験者）    草野 美津子 
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主な意見・質問 市 側 説 明 ・ 回 答 

①①①①造粒装置整備工事造粒装置整備工事造粒装置整備工事造粒装置整備工事    

（委員） 

落札圏内の業者が 1 社しかいない。また、

辞退者が多く、競争性が担保されているとい

えない。 

 

 

 

 

（委員） 

履行可否確認は、本当に入札に参加する意

思がある業者を選定する工夫が必要と思われ

る。そのうえで、辞退する業者については、

指名選定を後回しにするなどの措置も検討す

べきではないか。また、辞退届に記載されて

いる辞退理由の選択項目を増やすなど検討願

いたい。 

 

 

②②②②前処理設備前処理設備前処理設備前処理設備スクリュープレススクリュープレススクリュープレススクリュープレス整備工事整備工事整備工事整備工事（（（（再再再再））））    

（委員） 

1 社のみが落札圏内であり、入札状況から談

合も疑われる。 

 

 

 

（委員） 

 より安価に施工できる業者がいるのであれ

ば、何かもったいない気がする。 

 

 

（委員） 

 土工等の建設工事と部品交換等の工事は、

少し性質が異なる。普通の建設工事と同列に

考えず、何らかの仕分けができないものか。 

 

 

 

（事務局） 

機器費の見積単価を公表していなかった

ためと考えられる。 

また、辞退者が多い点については、履行可

否確認を元に業者選定したが、入札時には

「技術者の確保が困難である」、「仕様の内容

を判断した結果」という理由により辞退者が

多い結果となった。 

（事務局） 

今後は適正に履行可否確認を行い、入札参

加に繋げていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 本し尿処理施設は、昨年度、市へ事務移管

されたものである。移管前は、最低制限価格

の設定を行わず発注していたため、失格とな

った 2社については、従来の感覚で応札し最

低制限価格を割り込んだものと考えている。 

（事務局） 

最低制限価格制度は、国の基準等に準拠し

ている。建設業者の健全な経営環境、工事に

必要な経費などを適正に反映させるため、最

低制限価格を設けている。 

（事務局） 

修繕的要素が強い工事の発注方法につい

ては、今後検討していきたい。 
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③③③③小浜老人福祉小浜老人福祉小浜老人福祉小浜老人福祉センターセンターセンターセンター空調設備改修工事空調設備改修工事空調設備改修工事空調設備改修工事    

（委員） 

多くの社が最低制限価格を下回る価格で応

札している。予定価格は適切だったのか。 

 

 

（委員） 

 個別に指摘する必要はないが、一般論とし

て、「積算誤りが時々ある」旨の周知を説明会

等でできないものか。 

    

    

④④④④国見総合支所車庫新築工事実施設計業務国見総合支所車庫新築工事実施設計業務国見総合支所車庫新築工事実施設計業務国見総合支所車庫新築工事実施設計業務    

（委員） 

落札額が最低制限価格と一致している。 

（委員） 

 11 社指名して実質 2社の参加では体裁だけ

保っていることにならないか。発注時期や内

容によって今案件のような傾向が読めれば、

履行可否確認を行うなど対策を講じる必要が

あるのではないか。 

 

 

⑤⑤⑤⑤災害竣工箇所等用地測量業務災害竣工箇所等用地測量業務災害竣工箇所等用地測量業務災害竣工箇所等用地測量業務    

（委員） 

入札額が接近している。指名競争入札方式

で全社が予定価格内 5％の中にある。 

 

 

 

（委員） 

 落札率が高いのは、指名競争入札方式を採

用していることに原因があるのではないか。 

他の自治体で一般競争入札を採用している

ところはないのか。 

 

 

 

 

（担当課） 

 本件は、全体の 50％以上の見積額を公表

している。12 社のうち 7 社は設計金額とほ

ぼ同額で応札されており、設計金額は適正で

あると考えている。 

（事務局） 

 多くの入札でこのような誤りがあれば当

然業者に指摘をするが、このような案件は稀

であるため、特に説明会等は考えていない。 

 

 

 

（担当課） 

 たまたま同額になったと考えている。 

（担当課） 

 推測ではあるが、応札額が高かった業者に

ついては年度後半の入札ということもあり、

手持ちの仕事量が多く無理に落札を狙って

いなかったのではないかと考えている。 

 

 

 

 

（事務局） 

 この業務は履行場所が点在しており、人件

費の割合が高くなるため、応札額が高くなっ

たと考えている。また、傾向として用地測量

業務については過去も高い落札率で推移し

ている。 

（事務局） 

 当初は建設工事も含め、全て指名競争入札

を採用していた。今は、まず建設工事から一

般競争入札を導入しているという段階にあ

り、建設コンサルタント業務については、一

般競争入札に至っていない。 

 県においては採用しているかと思うが、他

の多くの市町については採用していないと
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⑥⑥⑥⑥一本松農道整備工事一本松農道整備工事一本松農道整備工事一本松農道整備工事    

（委員） 

入札額が各社接近している。落札率が高い。

落札率が極めて高く、かつ入札参加者１８名

中落札業者以外が失格となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

⑦⑦⑦⑦木指漁港物揚場改修工事木指漁港物揚場改修工事木指漁港物揚場改修工事木指漁港物揚場改修工事    

（委員） 

指名業者数に対し、入札業者が少ない。辞

退については理解できるが、不参加について

はペナルティを課すべきではないか。 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

 不参加について、1 回目は仕方ない部分もあ

るが、2回目、3回目となると、やはり何かペ

ナルティが必要ではないか。辞退届を出して

意思表示をすればいいだけの話なのに、何も

意思表示しないというのは契約の相手方とし

て本当に適当なのか。 

思われる。 

 

 

 

（事務局） 

 ランダム係数の影響と考えている。 

 このように多くの業者が最低制限価格ギ

リギリを狙い、1 社だけ高い応札をしている

案件は、昨年度だけで 10件程度あった。そ

のうち予定価格付近の応札をした業者が落

札したものは 2件であった。 

 このような応札形態が数多く続くようで

あれば、ランダム係数のあり方について検討

すべきかと思うが、現状ではあくまでもこう

いうケースも結果としてあり得ると考えて

おり、ランダム係数の見直しまでは考えてい

ない。 

 

 

 

（事務局） 

 今回の指名業者は比較的小規模な業者が

多かった。不参加の理由としては、代表者の

認識不足や作業員不足などが考えられ、ま

た、海岸工事でもあり、苦手にしている業者

も多いと担当課から聞いている。しかし、不

参加という結果は適切ではないと考えてお

り、市内業者育成の観点からも口頭で個別に

注意をしていきたいと考えている。ペナルテ

ィについては今のところ考えていない。 

（事務局） 

 不参加者に対しては、電話連絡を行ってい

る。それでも効果がなければ、様々な方法も

あると思われるが、この件については、もう

少し時間をいただき、入札審査委員会に諮り

たいと考えている。 


